
二軍料1．  障害者の一般就労を支える人材の研修体系・モデルカリキュラム（案）  

1．第1号ジョブコーチ養成研修  

①研修の概要  

職場適応援助者としての知識、技能を習得したい人で、障害者の就労支援に携   
わっている人又はこれから携わる予定の者   

42時間以上   

20～50人程度   

職場適応援助者として、支援計画に基づき実際の支援を行うための必要な知   
識・スキルを習得する。   

研修時間  

受講者数  

②カリキュラム（【共通】‥1号・2号の共通の科目、【1号】二1号のみの科目）   

科目   内容   
く参考＞共通基  

形態  時間数   盤との対比（※）   

職業リハビリテーションの理   ・職業リハビリテーションの基本理念   講義   
念【共通】  0．5～1  悪霊詣驚B   

就労支援のプロセス【共通】  ・就労支援のプロセス   講義   
1～2  霊悪霊志賀若E   

・職場適応援助者の制度と役割  
・職場適応援助者の支援の流れ  講義  1～2   オリソナル  

第1号職場適応援助者の役  
割【共通、1号】  ・第1号職場適応援助者の役割  

・支援者の視点やアプローチの手法、支援のプロセス  講義  1′、一2   オリソナル   

・ケース会議の開催と留意事項  

障害特性と職業的課題【共  講義   

通】   ・障害の特性に応じた支援方法、就業支援事例   3～5  霊雷雲嘉警c  

②就労支援に関A  
就労支援に関する制度【共  ・障害者雇用施策の概要   講義   する制度   
通】   ・労働基準法、最低賃金等基本的な労働関係法規の概要  

1～3           就労支援に関B する制度   

職場における雇用管理【共  講義  1～2  霊悪霊芸震害者B  
通】   ・就労支援における企業のニーズ   

・企業経営の基礎  
企業文化の理解【1号】  ・企業の視点や企業文化  

講義  

（可能であれば、企業の見学を行う）  
（見学）   

・アセスメントの視点と方法   講義・演習  1～2   オリソナル  

アセスメントの視点と支援計           ・支援計画の意味、内容と活用方法   
講義・演習  2～4   オリシーナル   

・フォローアップ計画の意味と活用方法   

企業へのアプローチと事業  ・企業へのアプローチ方法   
所における調整方法【1号】  ・事業所への働きかけと調整方法   

講義・演習  2～4  オリソナル  

・具体的な支援の流れと方法  
事業所での支援方法の基礎   ・職場環境アセスメント   

・職域開拓と職務の再構成  
講義・演習  3～6   オリソナル   

理解【共通】  
・ナチュラルサポートの形成   

・職務分析、エ程分析  
職務分析と作業指導【共通】   ・わかりやすい伝え方、  講義・演習  3′｝5   オリソナル   

・ジグや道具の活用と作業改善の提案  
講義  

支援記録の作成【共通】   ・支援記録の作成方法と活用方法  
（演習）   

1～3   オリシ▲ナル   

地域における関係機関の役  ・雇用、福祉、教育等地域の関係機関の役割   
③関係機関の役A  
割・連携   

割とネットワークの活用【共   ・関係機関の役割分担と連携のあり方  講義  1′〉2  

通】  
③関係機関の役B  

・関係機関への情報提供の仕方  書中連携   

・ケアマネジメントの理念   
D  

ケアマネジメントと職場定着  
のための生活・家族支援【共  講義   

通】  
1～3   

・職業生活支援における事業主の役割と関係機関との連  
携  

ケースから学ぶジョブコーチ  ・ジョブコーチ支援の一連のプロセスを含むモデル事例を   
支援の実際【共通】   通じ、支援の方法を学ぶ  

事例研究  2～4  5就労支援の実B        際   

（必要に応じて、1時間程度の事前指導を行う。）  
・事業所実習  

害者c   

事業所における職場適応援   ‾l∃＝l    ・事業所における雇用管理の理解   実習  7～8   
助者の支援の美際【共通】  ・事業所のアセスメント演習  

オリソナル   
・仕事の伝え方、職務分析等の実習  

※「共通基盤との対比」において、資料3で示した項目に対応する内容を示した。「オリジナル」とは、第1号ジョブコーチの役割   
や専門性に応じて付加した内容である。   



2．第2号ジョブコーチ養成研修  

①研修の概要  

対象者   
職場適応援助者としての知識、  
わっている人又はこれから携わ   

研修時間   42時間以上   

受講者数   20～50人程度   

研修のねらい   
職場適応援助者として、支援計  
識・スキルを習得する。   

技能を習得したい人で、障害者の就労支援に携  
る予定の者  

画に基づき実際の支援を行うための必要な知  

②カリキュラム（【共通】：1号・2号の共通の科目、【2号】：2号のみの科目）  

申   内容  
と参考＞共通峯  

形琴  時間数   盤との対比（※）   

職業リハビリテーションの理 共】  ・職業リハビリテーションの基本理念   講義   
念【通  0．5～1  悪霊詣欝B   

就労支援のプロセス【共通】  ・就労支援のプロセス   講義   
1～2  霊荒悪霊腎E   

・職場適応援助者の制度と役割  
・職場適応援助者の支援の流れ  講義  1～2   オリソナル  

第2号職場適応援助者の役  
割【共通、1号】  

・第2号職場適応援助者の役割  
一支援者の視点やアプローチの手法、支援のプロセス   

講義  1一〉2   オリソナル   

障害特性と職業的課題【共  ・障害特性と職業的課題   講義   
通】   ・障害の特性に応じた支援方法、就業支援事例   3～5  蓮慧詣驚c  

②就労支援に関A  

就労支援に関する制度【共  ・障害者雇用施策の概要   講義  1～3   する制度   
通】   ・労働基準法、最低賃金等基本的な労働関係法規の概要  

②就労支援に関B  
する制度   

職場における雇用管理【共  ・事業所における障害者の雇用管理の現状と課題   講義   

通】   ・就労支援における企業のニー・ズ   1～2  誓焉莞芸貰害者B  

・障害者自立支援法における就労の位置付け  講義  

社会福祉の現状【2号】   一障害の概念、社会福祉の視点等  
（見学）   

1～3   オリシ◆ナル   

（可能であれば、就労移行支援事業等の見学を行う）  

・アセスメントの視点と方法   講義・演習  1～2   
アセスメントの視点と支援  
計画の策定【共通、2号】  講義t演習  2～4   オリソナル   

・支援計画策定のためのアセスメント、プランニングの方法  

事業所内における調整【2  
・ケース会議等を通じて関係者と合意形成を図る方法の理  オリシーナル   

号】   
解   
・具体的な支援の流れと方法  

事業所での支援方法の基   ・職場環境アセスメント   
礎理解【共通】   ・職域開拓と職務の再構成  

講義・演習  3～6   オリソナル  

・ナチュラルサポートの形成   
・職務分析、エ程分析  

職務分析と作業指導【共    ・わかりやすい伝え方、  
通】  

講義・演習  3～5   オリソナル   

・ジグや道具の活用と作業改善の提案  
講義  

支援記録の作成【共通】  ・支援記録の作成方法と活用方法  
（演習）   

1～3   オリシ◆ナル   

地域における関係機関の  ・雇用、福祉、教育等地域の関係機関の役割   
3関係機関の役A  
割・連携   

役割とネットワークの活用   ・関係機関の役割分担と連携のあり方  講義  1～2  

【共通】  
③関係機関の役B  

・関係機関への情報提供の仕方  割・連携   

・ケアマネジメントの理念   
D  

ケアマネジメントと職場定着  
のための生活・家族支援  講義   

【共通】   ・家族への支援の考え方と方法  
1～3   

・職業生活支援における事業主の役割と関係機関との連携   

ケースから学ぶジョブコーチ  ・ジョブコーチ支援の一連のプロセスを含むモデル事例を通  事例研究   
支援の実際【共通】   じ、支援の方法を学ぶ   2～4  ⑤就労支援の実B 際  

（必要に応じて、1時間程度の事前指導を行う。）  
事業所における職場適応   ・事業所実習   

書者c   

援助者の支援の実際【共  j些重ける雇用管理の撃墜 ▲′¶▲   講義・実習  7～8   

通】   ・事業所のアセスメント演習  オリシ■ナル   
・仕事の伝え方、職務分析等の実習  

※「共通基盤との対比」において、資料3で示した項目に対応する内容を示した。「オリジナル」とは、第2号ジョブコーチの役割  
や専門性に応じて付加した内容である。   



3．ジョブコーチ・スキルアップ研修  

（1）第1号ジョブコーーチ  

①研修の概要  

職場適応援助者として活動しており、ジョブコーチとしてのさらなるスキル  
アップを目指す者（目安として、240日程度のジョブコーチ支援経験がある  

者）  

間  12時間程度  

20～30名程度   

経験の少ないジョブコーチへの支援ノウハウの伝達、指導（スーパーバイ  

ら  ズ）、支援計画の策定等ジョブコーチ支援全体のマネジメントを行うための  
必要な知識・スキルを習得する。   

対象者  

研修時  

受講者数  

研修のね  

②カリキュラム  

科目   内容   形態   時間数   

■支援計画策定のためのアセスメントの方法   
アセスメントと支援計画の 1  講義・演習  2～4  
策定【号】  

一支援の進捗状況の管理   

職務の再設計と作業改善  ・職務の切り出しと作業改善の理論と方法   講義・演習  2～3   
【共通】   ・参考事例   

スーパーバイズ・コーチング  ・支援の進捗状況の管理   

・経験の浅い職場適応援助者に対する指導方法   
講義・演習  1～2   

【共通】  

ケーススタディ【共通】   
・ジョブコーチ支援事例の検討と自らの支援の振り返り   

事例検討  2～3  
・課題の共有   

就業支援ネットワ・－クの構 築と支援の課題【1号】  ・地域における就業支援の機関との連携、支援の現状と課題  意見交換  2～3   

（2）第2号ジョブコーーチ  

①研修の概要  

職場適応援助者として活動しており、ジョブコーチとしてのさらなるスキル  
アップを目指す者  

間  12時間程度  

20～30名程度   

経験の少ないジョブコーチへの支援ノウハウの伝達、指導（スーパーバイ  
ら  ズ）、障害者の雇用管理全般のマネジメントを行うための必要な知識・スキ  

ルを習得する。   

対象者  

研修時  

受講者数  

研修のね  

②カリキュラム  

科目   内容   形態   時間数   

・障害特性別の具体的なエ夫・留意点   
様々な障害特性について  

講義・演習  2′〉4  

・職務の切り出しと作業改善の理論と方法   
職務の再設計と作業改善  

講義・演習  2～3  

スーパーバイズ・コーチング   
・支援の進捗状況の管理   講義・演習  1～2  
・経験の浅い職場適応援助者に対する指導方法   

ケーススタディ   
・ジョブコーチ支援事例の検討と自らの支援の振り返り   
・課題の共有   

事例検討  2～3  

障害者の雇用管理   
・特例子会社の運営や障害者雇用促進等の実際   

講義（企業）・   2′〉3  

意見交換  




